
1

持続的就業力獲得をめざす
学士力向上支援プログラム

尚絅学院大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010．3.1

プログラムの概要

本学は創立以来、キリスト教理念のもと、全人格的教育に取り組んできた。
現在の不況下における対応が緊急の課題であることはいうまでもないが、
今後も起こりうる経済変動や雇用形態の変化を考えたとき、生涯にわたる持
続的な就業を維持するための 能力を確実に身につけさせることこそ、真の
就職支援であると考える。そのためのプログラムは、本学の求める学士力
のなかでも社会生活の基盤となる「汎用的技能」、「自己管理能力」、「コミュ
ニケーション能力」の学習支援、および「社会的責任感」の確立支援に主眼
を置き、教育と就職支援を一体化させた取り組みとする。
　事業の柱は①低学年における基礎学力補完のための学習プログラムの
実施と高大連携による学習システムの構築、②社会常識獲得支援、③個々
の学生に対応した社会把握能力と自己判断および意志決定能力の養成、
④同窓生と連携した就職支援情報システムの展開、の四点である。
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プログラムの趣旨・目的

　　この取組は生涯にわたる持続的就業力形
成に主眼を置いて、本学の求める学士力の内、
汎用的技能・自己管理力・コミュニケーション能力・
社会的責任感の学習と確立に特化させた教育プロ
グラムである。

　　特に低学年で基礎学力と社会常識を身につけさせ、
それを基盤として高学年では社会状況を的確に把
握し、自己の将来を構想し、決定できる力を養成す
る。

プログラムの具体的内容

　低学年で基礎学力と社会常識を向上させるための
学習プログラムを実施するとともに、現在行なっている
高大連携を発展させ、系列高校教員などの指導によ
る学習システムを構築する。
　次に２．３年次学生を対象に、豊かな経験をもつ人材
を進路就職部に配置し、個々の学生に対応したキャリ
ア設計を積極的に支援する。また、卒業生をも対象に
就職支援システムを構築する。
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プログラム実施体制　（1）
　本プログラムを推進するため、進路就職部を

始めとして既設の教育開発支援センター・教務

部・学生生活部を加え、学長を長とする「学士力

向上支援プログラム委員会」を設置する。

　種々の学習プログラムの企画・実施やキャリア

設計支援、就職支援情報システムの構築は、

進路就職部が中心に行なう。また、副学長の下

で系列校との連携を強化するとともに、地域の

高校と連携を進める。

プログラム実施体制　(2)
名称　学士力向上支援プログラム委員会

学　長

進路就職部

教務部

学生生活部

教育開発支援センター

副学長
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2009年度の実施計画

　　　　　　　
本学のホームページを介して本事業の取組についての情報発信を開始(9月より事

前準備を始め、順次公開予定)
12

　　　　　　　4年生を対象とした社会人スタートブックの作成11

　　　　　　　在学生を対象とした社会常識ブックの作成10

　　　　　　　
学生を対象とした社会常識テストの実施(11月　事前準備、12月　テストの実施、結果の

分析)
9

　　　　　　　コミュニケーションスキル養成講座の実施8

　　　　　　　汎用的技能に関する学生の自己評価調査(9月事前準備、10月調査実施)7

　　　　　　　
基礎学力養成講座の導入・実施(11月～12月事前準備、1月～3月外部委託講座の開

始)　平行して高大連携学習プログラムの検討
6

　　　　　　　基礎学力確認テストの実施(９月～10月事前準備、11月実施)5

　　　　　　　キャリアアドバイザーの配置(増員)4

　　　　　　　就職試験対策システムの導入と利用開始3

　　　　　　尚絅就職セミナーの開催（１１月～１２月事前準備、１月23日セミナー開催）2

　　　　　　　3年生を対象とした実社会探求セミナー1

３月２月１月1２月11月10月９月実施計画

教養・専門知識を深める

尚絅学院大学の就職支援システム

講義・実習・実験・演習

地域に貢献する

サークル活動・ボランティア活動

地域社会

社会を知る

キャリア支援プログラム

大学・企業

社会で実践する

インターンシップ
各学科の様々な実習・企業見学会

企業・研修先施設

社会に貢献する総合的人間力

気づき・感じる 実行する

コミュニケーション 考え抜く

大学
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キャリア形成科目とその位置づけ

「労働契約法」

「企業分析論」

「キャリアアップセミ
ナー」

3年次キャリアデザイン

「日本語表現法」

「ビジネス英語」

2年次基礎力アップ

「インターンシップ」2・3年次仕事探求

「若者の職業選択」

「職業人へのステップ」

1年次キャリア導入

他科開講科目　　科　目年　次分　野

本プログラムと就職支援システムの関連

・本プログラムは就職支援システムの強化にね
らいを置いた。これにより、次年度から就職支
援システムと相補して機能する基盤がつくら
れた。(2009年度実施計画参照)

・全教職員が就職支援システムに関わる方法

　の確立に努めた。

　(例)基礎学力テストの実施など
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プログラムの課題

• 基礎学力テストの実施方法

　　来年度は必修科目として実施するが、次の
点が課題となっている。

　（1）実施形態：クラス編成について

　（2）科目数について

　（3）テスト後の講座の通知について


